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1，500戸(士 0)

7，438人〈一的

3，666人(ー 2)

3，772人(-4) 

(57年5月 18現在〉

村 のようす

数
日

帯

男

女

世
人

-切戸、伊柏戸、戸、，、

八
春
蚕
'
掃
立
て

V

五
月
二
十
三
日
に
掃
立
て

共
同
飼
育
所
で
二
令
ま
で
育
て
ら
れ
、

ぞ
れ
の
農
家
に
配
蚕
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
晩
霜
や
震
害
な
ど
に
よ
り
養
蚕
農
家
に
大

き
な
打
撃
』を
与
え
ま
し
た
が
、
今
年
は
今
の
と
こ
ろ

順
調
な
蚕
作
が
一期
待
さ
れ
る
γ

む
ずこ
ち
で
す
。

対
zW
養
蚕
農
家
は
、
近
年
の
繭
価
格
の
低
迷
、
基

一盤
整
備
に
よ
る
桑
園
の
減
少
や
後
継
者
不
足
な
ど
で

日年
死
一減
少
し
、
現
在
二
七
五
戸
で
約
六
百
箱
と
最
盛

時
の
三
一
分
の
一
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
二
戸
当
り
の

掃
立
て
量
は
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
養

蚕
農
家
の
中
堅
と
し
て
、
着
実
に
実
績
を
伸
ば
し
て

い
る
南
須
釜
字
奥
平
に
住
む
、
小
原
金
久
さ
ん
を
訪

ね
て
み
た
。

〈
経
営
の
合
理
化
に
よ
り
規
模
拡
大
〉

も
さ
く

小
原
さ
ん
は
、
将
来
の
農
業
経
営
を
模
索
し
て
い

た
時
、
父
が
育
て
て
ノ
¥
れ
た
桑
園
に
自
を
つ
け
、
養

蚕
で
自
立
し
よ
う
と
会
社
勤
め
か
ら
転
機
を
図
り
、

昭
和
五
十
三
年
に
後
継
者
育
成
資
金
を
導
入
し
て
三

百
三
十
2m
の
立
派
な
蚕
室
を
建
て
た
。
専
業
農
家
と

し
て
年
々
経
営
の
合
理
化
に
よ
り
、
規
模
拡
大
を
図

っ
て
、
年
間
掃
立
て
量
を
三
十
箱
に
ま
で
伸
ば
し

た。
家
族
四
人
で

一
・
五
仰
の
桑
園
を
も
ち
、
春
蚕
八

箱
を
掃
立
て
た
金
久
さ
ん
「
将
来
は
年
間
二
千
勾
の

収
離
を
目
標
に
し
、
良
質
な
繍
生
産
に
力
を
入
れ
た

い
。
」
と
意
欲
的
で
、
蚕
具
等
に
も
エ
夫
を
こ
ら
し

省
一
力
化
~に
つ
と
め
て
い
る
。

〈
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
は
抜
群
〉

そ
ば
で
父
親
の
久
雄
さ
ん
「
息
子
に
す
っ
か
り
ま

か
ぜ
で
、
私
ら
は
補
助
的
役
目
で
す
よ
と
安
心
し
て

息
子
に
道
を
ゆ
ず
り
、
そ
の
永
年
の
経
験
か
ら
の
助

一
一
一
口
を
息
子
は
実
践
に
う
っ
す
。
親
子
の
チ

1
ム
ワ

i

き
や
'
な

グ
一段
良
さ
は
、
家
族
が
深
い
併
で
結
ぼ
れ
て
い
る
と

い
う
信
頼
関
係
の
強
さ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

人
養
蚕
に
か
け
る
情
熱
に
期
待
〉

一養
蚕
農
家
の
希
望
と
し
て
金
久
さ
ん
は
「
繭
価
格

よ
く
せ
L

安
定
も
そ
う
で
す
が
、
購
入
資
材
の
値
上
げ
を
抑
制

で
き
な
い
も
の
か
よ
と
淡
々
と
し
た
話
し
方
に
も
語

気
を
強
め
る
。
こ
こ
に
も
地
面
に
し
っ
か
と
根
を
お

ろ
し
た
後
継
、者
が
育
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
、
養
蚕
に
が
け
る
情
熱
に
今
後
の
活
躍
を
期
待
し

だ
い
と
思
い
ま
す
。
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事…知…

「
軍
艦
が

浮
か
ん
で
い
る
ま
を
だ
」

た島
岩。空松
法港平
寺建知
か設事
ら予は

め二県を ぢ :郡)JIめ :れ同林 定
説空う関の市村、桑道 地去
明港け係市、議村菌を をる
を建る者町石、長の通 初一五
受設中多村川区、展り め月
け対で数長郡長議望懸 て十
た策、の、、や長台金 視図
。室岡歓議岩須はを沢 察日
長田迎長瀬賀じ訪共 し福

昭和57年 6月 1日No. 1 90 がわ広報

福
島
空
港
建
設
予
定
地
の
決
定
に
伴

う
、
村
の
対
策
と
し
て
、
去
る
五
月
十

一
呂
か
ら
五
月
十
三
日
ま
で
の
=
一
日
間

に
わ
た
り
、
新
秋
田
空
港
、
山
形
空
港

を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

ま
だ
羽
一，
各
議
員
♂
課
長
か
ら
騒
音
、

〆環
境
保
全
、
読
売
開
発
、
交
通
網
の
整

備
状
況
1

防
災
、
産
業
振
興
の
面
、
企

業
誘
致
な
ど
十
数
項
目
巴
つ
い
屯
熱
心

に
質
問
し
、
御
指
導
、
御
助
言
を
賜
り

ま
し
た
o
a

翌
十
二
日
は
宿
泊
先
の
秩
田
市
を
午

前
七
時
五
十
分
に
出
発
し
、
新
秋
田
空

港
管
理
事
務
所
に
到
着
、
同
管
理
事
務

所
石
川
主
事
よ
り
空
港
の
概
要
と
周
辺

整
備
計
画
に
つ
い
て
、
一
時
間
余
り
説

明
を
受
け
、
周
辺
整
備
状
況
に
つ
い
て

現
地
視
察
を
い
た
し
ま
し
た
。

ご
J

ま
た
、
午
後
は
農
協
、
前
工
会
六
都

5

市
公
園
管
理
事
務
所
、
地
元
住
民
と
四

班
に
別
れ
、
現
地
視
察
を
研
修
い
た
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
十
三
日
は
山
形
空
港
を
訪
れ

管
理
事
務
所
長
及
び
副
所
長
よ
り
空
港

時 っ きd との
過Ct..:l.祝三き乏:概;
与ぎ/2::./:察 zま要
無感、 tーじ、対 と
二事想、 ♂行た策
J帰?を~は .o， )~之さド特三
:序一弘~有 活花
い ぢ 意 騒
tこじ義 でヘ音
じなな 熱閉
まが視 心題
しら察 tこ巴
た午研 説つ
。後修 明い
六だ をて 熱心な視察研修嵐景〈雄和町にで〉

一
⑥
⑥
⑨
全
家
庭
に
表
札
と

一

郵

便

受

箱

を

⑧

⑥

⑥

新生活守って

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
/

6
月
1
日
現
在
で
全
国
一
斉
に

「
商
業
統
計
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
F

商
業
の
国
勢
調
査
H

と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
商
庖
の
分

布
状
況
や
販
売
活
動
な
ど
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

対
象
は
卸
売
業
、
小
売
業
、
飲
食

庖
を
営
ん
で
い
る
す
べ
て
の
商
庖

で
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で

調
査
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
申
告
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

明るい村づくり

港

郵
政
省
で
は
全
国
の
ご
家
庭
に
家

族
表
札
と
郵
便
受
箱
を
設
置
し
て
い

た
だ
く
運
動
を
す
す
め
て
お
り
ま

す。
表
札
は
手
紙
や
ハ
ガ
キ
な
ど
を
ま

ち
が
い
な
く
早
く
配
達
す
る
た
め
に

役
立
ち
、
ま
た
郵
便
受
箱
は
昼
間
不

在
に
な
る
ご
家
庭
で
は
特
に
設
置
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
顕
い
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

郵
便
受
箱
は
た
だ
い
ま
郵
便
局
で

標
準
規
格
品
ハ
価
格
一
、
九

O
O
R
)

と
家
族
表
札
、
差
し
替
え
自
由
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
〈
四
人
家
族
用
二
、

七

O
O円
〉
を
あ
っ
せ
ん
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
川
辺
局

窓
口
か
電
話
一
二
八
五
番
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

空国秋新

〈
川
辺
局
〉
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ポクの名前よばれたけど 何かなあー
〈関根洋ーちゃん〉

表
彰
を
受
け
た
ニ
十
六
名
ハ
男
十
二

名
、
女
十
四
名
〉
は
昭
和
五
十
五
年
四

月
一
自
か
ら
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十

一
E
ま
で
に
生
ま
れ
た
一

O
九
名
の
中

か
ら
選
ば
れ
、
建
康
診
断
や
予
訪
接
種

な
ど
総
合
的
な
も
の
よ
り
発
育
状
態
が

心
身
共
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

た
元
気
い
っ
ぱ
い
の
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
で

昭
和
五
十
六
年
度
健
康
優
良
児
の
表

彰
式
が
五
月
二
十
六
日
、
就
業
改
諮
問
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

No. 1 90  6月 1日

坂本奈美
ちゃん

ワタチのはまだなの?

昭和56年度健康優良児表彰者名簿
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長女

長男

長女

長女

長女

長女

長男

長男

2女和夫

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
に
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
来
{
設
の
中
野
チ

ョ
ウ
さ
ん
よ
り
「
大
ら
か
で
の
び
の
び

と
し
た
子
供
に
育
て
る
よ
う
」
激
励
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
答

え
て
、
鈴
木
崇
夫
く
ん
の
お
母
さ
ん

〈
枝
美
子
さ
ん
〉
が
代
表
し
て
、
母
親

の
自
覚
と
抱
負
を
力
強
く
の
べ
ら
れ
ま

し
た
。未

来
を
に
な
う
子
供
た
ち
が
、
両
親

や
家
族
の
愛
に
見
守
ら
れ
、
大
き
く
は

ば
た
き
、
ニ
十
一
世
紀
を
た
く
ま
し
く

歩
み
だ
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

受
賞
者
は
の
次
と
お
り
で
す
。

出希恵
ちゃん

あちらが気になるの

崎

i
 

i
 

T
I

，J 
長男

高
齢
者
学
級

開
請
さ
れ
る

これiまポクが
もらったんだもんノ

一
去
る
五
月
二

O
日
、
昭
和
五
十
七

一
年
度
高
齢
者
学
殺
の
開
講
式
が
就
業

…
改
諮
問
セ
ン
タ
ー
と
須
釜
公
民
館
に
お

圃
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
村
内
に
在
住
す
る
的
歳
以
上
の
男

一
女
を
対
象
と
し
た
こ
の
学
級
に
は
、

一
泉
教
室
日
名
、
須
釜
教
室
お
名
の
方

機
々
が
入
講
さ
れ
ま
し
た
。

一
文
部
省
の
補
助
事
業
で
も
あ
る
こ

一
の
学
級
は
、
毎
月
一
居
間
か
れ
、
健

一
康
で
楽
し
い
老
後
の
生
活
を
お
く
る

一
た
め
に
、
積
極
的
な
生
き
が
い
を
探

一
求
す
ベ
く
計
画
に
そ
っ
た
学
習
を
し

…
て
ゆ
き
ま
す
。
開
講
に
臨
ん
だ
方
々

闘
の
表
情
は
い
つ
に
な
く
明
る
く
、
こ

一
れ
か
ら
の
活
動
が
意
義
あ
る
も
の
へ

一
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を

一
機
会
と
し
て
老
人
の
方
々
の
趣
味
が

一
広
が
り
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い
で

圃
よ
り
た
の
も
し
い
高
齢
者
と
な
ら
れ

一
ま
す
よ
う
に
と
念
じ
ま
し
た
。

ひ
と
や
く

明
る
く
豊
か
な
老
後
づ
く
り
に
一
役

τ主「rrヨヨ

辺

品

i珂

辻

士
ロ

古門
H

四

i
 
i
 

'
lノ

長女

長女

長男

2男雄次

巴士
ロ

五
月
一
日
付
、
村
職
員
の
人
事
異
動

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ハ
〉

内
は
由
佳
で
す
。

住

民

課

課

長

木

嘉

彦

〈
会
計
室
長
〉

福

祉

係

長

小

針

一

ニ

ハ
国
民
健
康
保
険
係
長
)

国

民

健

康

溝

井

一

夫

保

険

係

長

(
住
民
係
長
兼
国
民
年
金
係
長
〉

生

民

係

長

兼

溝

井

宏

子

国
民
年
金
保
長

(
総
務
課
主
査
〉

有

賀

明

美

〈
企
踊
課
主
事
〉

佐

藤

恵

美

子

ハ
住
民
課
主
事
〉

ま
た
、
五
月
一
日
付
で
次
の
係
が
企

爵
課
に
新
設
に
な
り
ま
し
た
。

策

空

港

建
設
対
策
室
長

北須釜

産
主

業

課事

主

事

2女

会

計

室

会

計

室

長

雅之

建
主

設

課事

主
J‘、
A乙

商

課事

大
一

一

吉

騒

之

ハ
住
民
課
長
心
得
〉

草

野

亀

雄

〈
建
設
諜
主
事
〉

村

越

正

広

〈
産
業
課
主
事
〉

大
和
田

義

唱えるよりも先ず実行きめごとは

幸
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ノ/

若
葉
騎
え
、
風
蒸
る
五
月
の
空

に
小
旗
が
ひ
る
が
え
り
、
村
内
の

各
小
学
校
で
は
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

子
供
達
の
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
元

気
な
姿
が
校
庭
に
広
が
り
、
日
頃

練
習
し
て
き
た
プ
レ
ー
を
思
い
切

り
発
揮
し
、
つ
め
か
け
た
大
勢
の

父
兄
か
ら
お
し
み
な
い
声
援
と
拍

手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
須
釜
小
で
は
校
旗
の
作

製
記
念
を
兼
ね
て
の
運
動
会
で
、

生
徒
や
父
兄
の
方
々
に
新
調
さ
れ

た
校
旗
が
披
露
さ
れ
、
一
段
と
活

気
の
あ
る
運
動
会
と
な
り
ま
し

た。

昭和57年 6月 1日

動会行われる

No. 1 90 たまかわ広報

5月 98 
須釜

5月16日
玉J11第i小

5月228
川辺

‘、
aa--d '' 

ハアヘ相馬盆唄にあわせて
手つきもいいですネ

以 -'，_.，コニユ… 命 --!. 

難関突破、

ゴー}~目指してグ

新調された校旗 男開志のぶつかりあい
馬の人もシンドイなあー

一
ニ
輪
さ
ん

厚
生
大
臣
特
別

表
彰
に
耀
く

こ
の
た
び
三
輪
貞
夫
さ
ん
(
小
高
字

池
ノ
入
・
%
歳
)
が
厚
生
大
臣
特
別
表

彰
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
と
し
て
、

社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
表
彰
に
、
村
民

一
問
、
心
か
ら
祝
福
し
、
永
年
の
御
労

苦
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員
に

奥
野
さ
ん
が
再
任

玉
川
村
身
体
捧
害
者
相
談
員
と
し
て

奥
野
義
章
さ
ん
〈
岩
法
寺
〉
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

身
体
に
障
害
一
同
の
あ
る
者
の
更
生
援
護

の
相
談
に
応
じ
た
り
、
必
要
な
指
導
を

行
い
、
身
体
障
害
者
地
域
活
動
の
中
核

と
し
て
活
動
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
ο

傘

は

性

能

も

考

え

て

い
よ
い
よ
っ
ゆ
入
り
の
時
季
と
な

っ
て
、
今
ま
で
使
わ
な
か
っ
た

傘

も
活
用
さ
れ
、
必
需
品
の
ひ
と
つ
と

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
月
は
傘
の

選
び
方
の
ポ
イ
ソ
ト
と
、
そ
の
手
入

れ
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ

O
 

〉
円
ノ欝

傘
の
選
び
方

。
先
端
の
骨
の
集
ま
っ
た
部
分
(
上

ロ
グ
ロ
)
が
ぐ
ら
つ
か
な
い
も
の
を

〈
〉
手
元
は
故
障
の
多
い
笛
所
。
ガ
タ

つ
か
な
い
か
、
ジ
ャ
ン
プ
傘
な
ら
、

は
じ
き
が
完
全
に
作
動
す
る
か
を
確

罰
山。

生
地
の
た
る
み
、
は
り
過
ぎ
が
な

く
、
縫
い
目
の
細
か
い
も
の
、
織
り

目
が
密
な
も
の
が
よ
く
、
ナ
イ
ロ

y

よ
り
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
ほ
う
が
丈
夫

で
す
。

。
中
と
じ
の
笛
所
は
普
通
2
笛
所
で

す
が
、
で
き
れ
ば
、
そ
れ
以
上
で
し

っ
か
り
と
じ
て
あ
る
も
の
を

〈
〉
品
質
表
示
、

J
U
P
A
ハ
品
質
保

証
マ

l
ク
〉
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

轡
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に

ぬ
れ
た
傘
は
柄
を
下
に
し
て
必
ず

陰
干
し
に
。
日
に
当
て
る
と
日
焼
け

を
し
た
り
、
生
地
表
面
の
樹
脂
膜
が

特別表彰の栄に輝く三輪さん

傷
み
雨
も
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

開
く
と
き
は
2
・
3
度
軽
く
振
っ
て

生
地
を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
。
折
り
た
た
み

傘
は
シ
ャ
フ
ト
を
出
引
き
出
し
て
か
ら
。

汚
れ
は
、
パ
ン
の
耳
、
消
し
ゴ
ム
で

と
り
、
タ
ワ
シ
は
絶
対
に
使
わ
な
い
こ

と
。
防
水
効
果
が
な
く
な
り
ま
す
。

学
童
傘
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
に
は

安
全
性
へ
の
配
慮
に
欠
け
る
も
の
も
あ

り
ま
す
の
で
、
信
頼
の
お
け
る
メ
ー
カ

ー
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
低
学
年
の
場

合
は
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
、
安

全
色
の
黄
色
、
燈
色
を
選
ぶ
ほ
う
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

畿
日
傘
の
手
入
れ

洗
剤
液
で
内
側
か
ら
外
側
へ
洗
っ
た

あ
と
、
充
分
に
水
を
流
し
、
半
開
き
に

し
て
干
し
ま
す
。
生
乾
き
に
な
っ
た
ら

全
開
に
し
て
干
し
ま
す
。
素
材
に
よ
っ

て
は
家
庭
で
洗
え
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

ゲ
認

サイズの目安

3"'-'4歳 38(cm) 

5"'-'6歳 43"'-'44 

7--8歳 47 

9 "'12歳 50 

女性用 53----55 

男性用 60"'-'70 

携帯用 47"';"'50 

携0タ軽帯イ量周プに1形0もコ岬あI、Aり20ま衣0す9トて

、 先

明るい村づくり新生活守って
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去
る
五
月
十
九

E
、
川
辺
小
で
、
プ

ー
ル
諸
問
設
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
村
長

は
じ
め
教
育
長
ら
関
係
者
が
列
席
し
工

事
の
無
事
を
祈
願
、
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ー
ル
は
石
川
町
の
水
谷
工
業

紛
が
一
一
九
、

0
0
0千
円
で
請
負
い
、

幅
一

0
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二
十
五
メ
ー

ト
ル
の
ア
ル
ミ
製
の
近
代
的
な
プ

i
ル

が
七
月
半
ば
に
は
完
成
す
る
予
定
で

す。
教
育
設
備
の
充
実
と
共
に
、
校
外
に

お
け
る
水
難
防
止
、
子
供
た
も
の
体
力

向
上
と
鰭
康
増
進
に
大
き
な
期
待
を
か

け
て
い
ま
す
。

昭和57年 6月 1日

恒
例
の
村
民
登
山

参

加

者

募

る

5 

公
民
館
主
催
の
村
民
登
山
会
は
、
今

年
で
十
六
呂
田
を
迫
え
、
こ
の
た
び
富

の
参
加
を
お

士
笠
山
に
決
ま
り
、

待
ち
し
て
い
ま
す
。

大
自
然
の
な
か
で
豊
か
な
心
を
は
ぐ

く
み
、
親
睦
を
深
め
、
箆
全
な
体
力
づ

く
り
の
登
山
会
に
あ
な
た
も
参
加
し

て
、
健
脚
を
た
め
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
希
望
の
方
は
会
費
を
添
え
て
、

居
住
区
の
体
育
指
導
員
に
申
し
込
み
く

だ
さ
-ぃ。

昭
和
五
十
七
年
七
月
二

十
三
日
ハ
金
〉
か
ら
二

十
五
日
(
日
〉

富
士
山

村
毘
で
十
八
歳
以
上
の

身
体
建
全
な
方

一
O
O人
(
貸
切
パ
ス

ニ
ム
口
)

一
人
当
り

一
五
、

0
0
0円

六
申
し
込
み
期
間六

月
二
十
五
日
か
ら
七

月
十
自
ま
で
。

ハ
た
だ
し
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま

す。〉

日

時

一

場

所

一
参
加
者

四
募
集
人
員

五
会

費

第2田

パトミントン

大会開催主
催

王
別
村
体
育
協
会

村
民
相
互
の
交
流
を
深
め
、
健
康
の

増
進
の
た
め
開
催
し
ま
す
。

う
で
に
自
信
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

こ
人
一
組
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

開

催

日

昭

和

貯

年

6
月
幻
日
(
日
)

午
前

8
時
か
ら

場

所

玉

川

村

体

育

館

対

象

者

村

内

居

住

者

参

加

費

1
組

五

O
O円

申
込
〆
切
昭
和
田
年
6
月
お
日
ハ
金
〉

申

込

先

添

田

亀

明

ハ

電

2
3
2
3
)

率
田
勉
ハ
電

3
0
2
1
〉

競
技
方
法
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
規
財

に
よ
り
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、

女
子
ダ
グ
ル
ス
を
ト

i
ナ

メ
γ
ト
戦
で
行
う
。

※
抽
選
は
、
当
日
会
場
で
行
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
参
加
を
ノ

一
一
毎
月
こ
の
擦
は
、
路
傍
の
石
仏
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
月
は
、
一
一

一
一
こ
の
た
び
発
刊
の
は
こ
び
と
な
っ
た

ρ
玉
川
村
の
俗
地
名
と
由
来
ρ
を
紹
一
一

士
介
し
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
是
非
愛
読
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
一
一

来
た
地
名
で
、
必
ず
何
か
の
由
来
や
理

由
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
私
共

の
先
祖
代
々
呼
び
伝
え
ら
れ
て
来
た
地

名
で
あ
る
。

こ
の
冊
誌
に
収
め
ら
れ
た
も
の
は
、

い
ず
れ
も
ま
加
村
郷
土
史
研
究
会
の
会

員
が
半
年
に
わ
た
っ
て
"
調
査
し
た
も
の

で
、
六
年
前
に
玉
川
村
公
民
館
の
高
令

者
学
級
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
部
落
に
よ
り
粗
密
の
ム
ラ
が
あ

っ
た
り
し
て
い
た
の
で
、
さ
ら
に
補
足

昨
秋
以
来
、
村
・
内
の
岱
称
地
名
を
調

査
し
て
い
た
玉
加
村
郷
土
史
研
究
会
で

は
、
こ
の
ほ
ど
写
真
の
よ
う
な
調
査
結

果
を
ま
と
め
た
冊
誌
を
発
刊
し
た
。

土
地
台
帳
な
ど
の
公
簿
に
掲
裁
さ
れ

て
い
な
い
、
そ
の
土
地
だ
け
の
せ
ま
い

地
域
で
、
便
宜
上
呼
ば
れ
な
ら
さ
れ
て

一
一
一
今
月
か
ら
シ

p
l
ズ
と
し
て
各
課
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
一

一
一
一
各
課
の
生
事
の
内
容
を
紹
介
し
、
円
滑
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
る
一
一

一
一
一
と
共
に
、
村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
親
し
み
の
も
て
る
も
の
へ
と
考
え
、
一
一

一
一
一
企
画
し
ま
し
た
。
何
か
用
事
が
あ
っ
て
役
場
へ
来
ら
れ
た
時
や
、
何
か
一
一

同

一

い

ち

じ

よ

一

四

一

一

一

関

き

た

い

時

の

た

め

の

一

助

に

な

れ

ば

川

幸

い

で

す

。

一

一

今
回
は
総
務
課
を
紹
介
し
ま
す
。

総
務
課
は
円
谷
課
長
外
七
名
の
職
員

や
訂
正
を
加
え
て
完
壁
を
期
し
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
未
だ
意
に
満
た
ざ
る

処
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
お
気
づ

き
の
点
は
遠
慮
な
く
御
教
示
下
さ
る
よ

う
お
ね
が
い
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
広
報

H

た
ま
か
わ
H

紙
と
同
じ

大
き
さ
で
五
十
二
頁
、
各
大
字
に
一
枚

ず
つ
の
代
表
的
地
名
の
写
真
を
入
れ
て

参
考
と
し
た
。
開
発
が
進
む
と
共
に
こ

の
よ
う
な
影
の
う
す
い
地
名
は
葬
り
去

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
昨
今
、
も
う
一

度
我
が
身
の
ま
わ
り
を
見
産
し
て
み
た

い
。
頒
錨
一
時
五
百
円
、
申
込
は
西
部

地
区
は
玉
川
村
公
民
舘
ハ
電
話
一
三

O

一
番
内
線
六
二
番
〉
東
部
地
区
は
須
釜

で
、
庶
務
係
と
財
政
係
の
一
一
係
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容
と
し
て
は
、
村
の
台
所

と
も
い
え
る
財
政
計
画
や
、
条
例
の
立

案
、
村
の
財
産
管
理
な
ど
が
あ
り
、
職

員
の
人
事
や
給
与
に
つ
い
て
も
担
当
し

ま
た
、
監
査
や
選
挙
に
関
す
る
重
要

な
部
分
も
た
ず
さ
わ
っ
て
お
り
、
選
挙

が
行
わ
れ
る
時
は
万
全
の
構
え
で
執
行

し
ま
す
。

村
の
行
政
が
、
村
民
一
人
ひ
と
り
に

ゆ
き
わ
た
る
よ
う
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
区
長
会
も
、
総
務
課
の
大
き
な
位

置
を
し
め
て
お
り
、
村
政
の
橋
渡
し
的

役
割
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

土は公
史直民
研接館
究お
会い
・で
岩下ニ
谷さ二
〉い六

ノ¥

(番
玉〉

JIIへ
村

発刊された fI玉川村の俗地名と由来H 郷又

喝えるよりも先ず実行きめごとは
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昭和57年 6月 1日

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
一
ヶ
月
分

が
五
、
二
ニ

O
円
で
す
が
、
失
業
や
少

収
入
な

εの
た
め
、
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
隊
、
申
出
に
よ
づ
で
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

七
月
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、
今

年
の
四
月
分
か
ら
向
う
一
・年
間
は
有
効

で
す
。

保
険
料
が
免
除
さ
れ
て
も
、
障
害
年

金
な
ど
は
納
め
た
人
と
同
様
の
額
を
受

け
ら
れ
ま
ず
か
ら
、
滞
納
の
ま
ま
に
せ

ず
、
役
場
年
金
係
又
は
須
釜
支
所
に
免

除
の
申
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
JJEγ
老
齢
年
金
は
免
除
を
受
け

た
期
間
だ
け
三
分
の
一
に
減
ら
さ
れ
ま

す
の
で
、
汁
年
以
内
の
分
な
ら
ば
、
旧

料
金
で
き
お
り

A

ぼ
つ
で
納
‘め
ら
れ
ま
ず

か
ら
、

u

保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
追
納
し
て
く
だ
さ

、。、U
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国
鉄
運
賃

割
引
の
改
正

4
月
初
日
付
で
身
体
障
害
者
旅
客
運

賃
割
引
規
則
が
改
正
さ
れ
、

4
月
初
日

以
降
は
身
体
障
害
者
旅
客
運
賃
割
引
証

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
発
売
窓
口
に
呈
示

す
る
だ
け
で
旅
客
運
賃
の
割
引
の
取
扱

い
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
一
な
り
ま
し

た。
な
お
、

4
月
初
自
以
降
も
当
分
の
関

は
割
引
証
に
よ
る
購
入
も
受
け
付
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
福
島
地
方
気
象
台
発
表
)

高
気
圧
に
お
ふ
わ
れ
て
、
晴
れ
る
日

が
多
い
見
込
で
す
が
、
月
な
か
ば
噴
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
が
現
れ
て
、
曇

り
や
雨
の
日
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

梅
雨
入
り
一は
平
年
並
の
見
込
で
す
。

月
平
均
の
気
温
は
、
会
津
で
平
年
よ
り

や
ふ
高
々
、

'中
通
り
、
浜
通
り
で
は
平

年
並
、
降
水
量
は
平
年
よ
り
や
ふ
少
な

い
見
込
で
す
。

ハ
平
年
の
つ
ゆ
入
り
六
月
十
一
日
〉

し
たこ
、の

厚ほ
記くど

御次
礼の -"方、
を通 一日J

申りこコざり
し寄荒いが
上 μ

げを fTまと
手望号すう
。ま

金金

壱宅
千万
円円
也也

青 四
ム井 侶辻
P沢潤新
木田国

四 議

郎次

殿殿

よま 国村
うで納 ，_ A 
。?で期民{ く亨
す限ん氏自
。は平川

正;金税の
手官 納

ぷ米一一税 s
め 躍 期期 i 
tε 分~ ~ 

8
日
(
火
)

9
日
ハ
氷
〉

日
日
ハ
水
〉

四
日
(
土
〉

幻
日
(
月
)

幻
自
(
火
〉

引
日
日
ハ
木
〉

住
民
課
衛
生
関
係

事

業

予

定

2
日
(
水
)
妊
婦
検
診

ハ
西
部
)
母
子
健

康
セ
ン

タ
ー
午
後

1
時
J

2
時

4
日
ハ
金
)
定
期
外
畜

犬
登
録
及
び
狂
犬

病
予
防
注
射

就
業
改
善
セ
ン
タ

ー
午
前

9
時
j

m

時
須
釜
公
民
館
午
前
日

時

ω冴
J
日
時
初
分

日
本
脳
炎
臨
時
予
防
接
種

(第
1
回
)
須
釜
公
民
館
午

後
1
時
部
分

l
g時
部
分

日
本
脳
炎
臨
時
予
防
接
種

ハ
第
1
問
》
就
業
改
諮
問
セ

ン
タ
J
午
後
1
時
初
分
J

2
時
加
分

妊
婦
検
診
(
東
部
〉
母
子

健
康
セ

ン
タ
ーi

午
後
1
時

J
2
時

一
般
住
民
総
合
検
診

(
結
該
・
循
環
器
・
国
間〉

須
釜
児
童
館
午
前
9
時

ω

分
J
日
時
加
分

日
本
脳
炎
臨
時
予
防
接
種

(第
2
回
)
須
釜
公
民
館
午

後
1
時
初
分
J

2
時
加
分

日
本
脳
炎
臨
時
予
防
接
種

(第
2
回
〉
就
業
改
善
セ

γ
タ
l
午
後
1
時
加
分
J

2
時

ω分

乳
幼
児
検
診

母
子
セ

γ

お
日
(
金
)

初
日
(
土
〉

お
日
(
月
〉

mu
日
(
火
)

公

民

館

行

事

予

定

5
日
(
土
)
J
ヴ
日
〈
月
〉

さ
っ
き
、
盆
栽
展

日
本
酉
教
室

第
日
田
村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

第
四
田
村
民
家
庭
パ

ν
ー

ポ

1
.ル
大
会

高
A
有
者
教
室

日
本
田
教
室

8
日
(
火
〉

日
日
(
日
〉

日
日
(
水
v

n日
〈
火
V

お

め

で

た

地

区

川

辺
南

須

釜

北

須

釜

山
r

小
屋 ハ

四
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
)

保
護
者
名

十売

正

広

善

勝

京

伊
富

夫

出
生
児
氏
名

大

槻

紗

子

増

子

正

行

塩

沢

早

苗

塩

沢

昌

夫

石

森

優

子

お

く

や

み

山
山

ハ四
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
〉

南竜 岩蒜

吉"須"法
釜崎"寺生 区

死
亡
者
氏
名
年
令

佐
久
間
ミ
ネ

佐

久

間

大

矢

吹

コ

ウ

上

野

キ

グ

増

子

末

次

真
野
目
清
治

有

賀

重

夫

編

集

後

記

54 65 62 89 100 0 72 

監
帝

主
名

昌

廼
勇

常

吉

孝

蔵

喜
久
男

清

人
重

久時

一
面
に
青
田
が
広
が
り
、
田
植
え
で

忙
し
か
っ
た
農
家
の
皆
さ
ん
も
一
段
落

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

今
月
か
ら
広
報
の
担
当
に
な
っ
て
文

字
に
追
わ
れ
る
身
と
な
り
、
日
頃
の
筆

不
肖
が
う
ら
め
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

住
民
の
な
か
に
も
う
一
歩
踏
み
い
れ

て
、
活
気
の
あ
る
紙
面
づ
く
り
に
徴
ガ

を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
み
な
さ

ん
の
芦
が
反
映
で
き
る
広
報
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

日
頃
皆
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
こ
と
な

E
ブ
伺
で
ゼ
結
構
で
ヂ
の
で
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
30

明るい村づくり新生活守って




